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1．はじめに 

 近年、日本ではゲリラ豪雨や台風などによる洪水や

高潮が発生し、建造物が水没するなどの水害が多発し

ています。大規模な水害が発生する可能性がある河川

では国土交通省が水位計を設置し水位の監視を行って

いますが、既存の水位計は高価で設置が大変な上、水

位の監視場所を増やすのは容易ではありません。その

ため、中小河川やため池の氾濫リスクに対する水位監

視が追いついていません。そこで私たちは低コストで

設置から運用までを住民レベルで簡単に行うことがで

き、誰でも水位を監視できる住民防災水位監視システ

ム「あ！水ダス(AMIZDAS)」を開発しました。 

2．システム概要 

本システムはセンサ、電源、制御部をコンパクトに

まとめた独立型モジュール（図 1）で、測定したデー

タは Sigfoxまたは Sakura.ioの IoTプラットフォーム

を利用して、Web ページ上で水位が分かるように構成

しています。また、国土交通省が企業と開発している

水位計は 1台約 25万～100万円と、一般住民にとって

高価ですが、本システムは 1台数万円、通信コストも

1台月額 60円で実現しています。 

2.1 GPS・独立電源搭載  

GPSを搭載しており、設置した場所が自動的に Web

の地図上に登録されます。太陽光パネルと eneloopを

用いた独立電源により外部電源が不要、電池はメンテ

ナンスフリーで、容易な設置が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. デバイスの構成図 

2.2 水位の検知・降水量の把握について 

 超音波センサを用いて水位を測定し、太陽光パネル

で日射量を測定することで日中の天気を確認できます。

また、オプションとして追加で取り付けられる雨量計

によって 1時間毎の降雨量を監視できます。これらの

データを基に設置場所の天気や雨量を確認できます。 

3.設置からアラート設定まで 

本システムでは水位計の設置からアラート設定まで

を誰でも簡単にできることを追求しました。装置は１

人で 30分以内に設置でき、設置すると自動的に位置と

センサデータがSigfoxまたはSakura.ioのクラウドに

アップされ、水位確認 Web ページ（図 2）に表示され

ます。また、水位確認 Webページでは設置した水位計

の詳細データも閲覧できます。自分が設置した水位計

だけでなく任意の水位計に対しても、アラート設定(危

険水位設定、通知メール設定)を行うことができ、監視

したい場所の水位監視が容易にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 水位確認 Webページ 

4．最後に 

 毎年のように全国各地で発生する水害に備えて本シ

ステムを活用すれば、住民による水位計の設置と危険

水位のアラート設定が可能となります。そして、河川

だけでなく、ため池や浸水しやすい道路の監視にも拡

張でき、水位データは誰でも閲覧できてアラート設定

も可能なため、住民の自主的な防災を促せます。全国

を網羅する水位監視システムへの発展が期待できます。 

はじめに

日本では文部科学省が定める教育指導要領の改訂に

よって、小学校でのプログラミング教育が必修化し、

年より全国で実施されます。

プログラミングに触れた体験の有無によってプログ

ラミングに対する印象は大きく異なります。小学校で

の学習に至るまでにプログラミングに触れておくこと

で、ポジティブな印象をもって学習に臨むことができ、

効率的に学習を行うことができます。そのため私たち

は、未就学児が遊び感覚で簡単にプログラミングに触

れることのできる「ふろっく」を提案します。

概要

「ふろっく」とは、ブロックを自由に組み合わせる

ことでロボットを動かして遊ぶおもちゃです。

「ふろっく」は、ブロックとロボットだけで構成さ

れており、 ・タブレットといった電子機器は必要あ

りません。ブロックを組み合わせた後は、コアブロッ

クのボタンを押すだけでロボットを動かすことができ

ます。ロボットの動作に合わせて実行中のブロックが

光ることで、ロボットがどこの処理を行っているのか

視覚的に知ることができます。ユーザは組み合わせ次

第でロボットを自由自在に動かすことができます。

図 「ふろっく」使用の流れ

「ふろっく」は、プログラミングに対する「難しそ

う」「大変そう」といった先入観を取り払い、プログラ

ミングに触れるきっかけを作ります。 

 

ブロック

ブロックは、コアブロックとコマンドブロックの 2

種類あります。ブロックごとに次に進む方向が 1 方向

に決められています。すべてのブロックには、マイコ

ンが搭載されています。 

コアブロック

コアブロックは、接続されているコマンドブロック

の情報をまとめ、ボタンを押すことでロボットに送信

します。また、コマンドブロックに電源を供給します。

コマンドブロック

コマンドブロックは 種類あり、それぞれが以下の

役割を持ちます。

・動作ブロック： つの動作命令を持つブロックです。

動作には「すすむ」「もどる」「まわる」「てをふる」な

どの種類があります。

・分岐ブロック：あらかじめ指定された条件によって

異なる方向へ処理するブロックです。

・繰り返しブロック：繰り返し方向のおわりまで、あ

らかじめ指定された条件を満たす間、処理を繰り返す

ブロックです。

図 コマンドブロックの例

コマンドブロックは上下左右 方向に接続できます。

ロボット

ロボットは、 経由でコアブロックからの命令

を受け取り、命令に従って動きます。

おわりに

私たちは「ふろっく」で遊んだ子供たちが、のちに

プログラミングを学んだ時により深い理解が得られる

ようになると考えています。 


